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　１．はじめに
　バリ島で広く知られる伝説がある（１）。それは、現
在バリ島に住む人々の多くが、ウォン・マジャパイ
トWong Majapahit（14-15世紀に東ジャワのマジャパ
イト帝国からバリ島に渡ってきた人々）の子孫であ
ると考える（２）のに対して、それ以前からバリ島に住
んでいたとされるバリ・アガBali Aga（山地バリ）も
しくはバリ・ムラBali Mula（原バリ）と呼ばれる人々
の起源譚である。その概略は以下の通りである（３）。
　8世紀のこと、中部ジャワ・ディエン山脈山麓のダ
マルン村で瞑想を行ったヨガ行者ルシ・マルカン
ディアは、東部ジャワ・ラウン山に行った。そこで神
のお告げを受けたルシは、ラウン山のアガ村の村人
800人とアグン山のあるバリ島へ旅発った。バリ島に
渡った彼らは森を開墾したが、その一部は病気など
によって命を落とした。ルシはラウン山に戻り、新
たに400人のアガ村の人々を従えてバリ島に渡り、定
住に成功した。彼ら、バリ島最初の定住者たちが住
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み着いた地は、サルワダ（現在のタロTaro）と名付
けられ、ルシは、サルワダにプラ・グヌン・ラウン
Pura Gunung Raung、ウブゥドゥUbudにプラ・グヌ
ン・レバPura Gunung Lebah、アグン山の麓にプラ・
ブサキPura Besakihという寺院を建立した（Fig.1）。こ
うして、アガ村から来たバリ島最初の定住者はバリ・
アガと呼ばれることとなった。
　ここでバリ・アガの起源とされるタロには、他の
バリ島集落とは違い、カヤンガン・ティガKahyangan
Tiga と呼ばれる村の３大寺院はなく、カヤンガン・
ティガのプラ・バレ・アグンPura Balai Agung（集会
所付きの村を守護する寺院）に似た集会所付き寺院
プラ・グヌン・ラウンがある。そして、それは、アグ
ン山や近傍の山の方向を奉る他の集落のプラ・バレ・
アグンと異なり、ラウン山のあるジャワ島の方向を
奉っている。また、プラ・グヌン・ラウンには、14世
紀にマジャパイト帝国からヒンドゥ教の秩序がもた
らされる以前、神話上の人喰い巨人クボ・イワに寝
る場所を提供するために建てられたという（５）、バリ
島最大規模の集会場がある。
　一方、王の業績を記した碑文などの考古学的発見
により、9世紀後半ころからのバリ島内の勢力図が断
片的に把握されている。そうした史実によると、マ
平成15年 11月 1日受理
*佐賀大学低平地研究センター
**理工学部都市工学科
***兵庫教育大学生活健康系教育講座
　
A Monograph of Desa Adat Taro in Bali Island, Indonesia
By
Satoshi OTANI, Ryutaro GOTO and Yoshisuke NAKAOKA
Abstract: This monograph describes about the socio-space of Desa Adat Taro that is the village of the origin
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ジャパイト帝国による支配の前、10－14世紀のバリ
島では、タロの南に位置するペジェンPejeng周辺に
王宮をかまえるワルマデワ王朝が覇権を確立したと
される（ ４）。王朝の成立は、水田耕作による人的資源
の確保に裏付けられたと考えられるが、バリ島で発
見された遺物は、水田耕作に適した平野部のみでみ
つかっているのではなく山地にもみられる。水田耕
作を基盤として人口的に島の核心域をなす平野と、
畑作を基盤とした居住地が散在する山地というコン
トラストは、古くからこの島でみられたに違いない。
　本稿では、伝説的にジャワ島から渡ってきた人々
によるバリ島居住の起源の地とされ、かつ、水田耕
作が支配的な平野と畑作が支配的な山地の中間に位
置するタロを取り上げ、生活空間の構成を中心にみ
たモノグラフを記すこととする。その背景には、バ
リ島の居住者属性とそれに依拠するであろう生活空
間の形態との関連からみた、バリ島の住居のあり方
について考察を加えたいとの思いがある。
　そのために、まず、バリ島における生活空間の形
成について歴史的に概観する。次に、島の中でタロ
がどんなところに立地しているのかを述べる。そし
て、タロの集住地と住居を取り上げ、その空間実態
を明らかにする。さらに、周辺地域の住居との比較
から、タロの住居の原型について考察する。なお、現
地調査は2003年 8月に行った。
　２．バリ島における生活空間形成の歴史的概観
　以下、既往文献（注１） を用いて、バリ島の生活空間
形成の歴史を概観することとする。（以下、地名はFig.
1参照）
２－１　居住者　－平野と山－
　バリ人の起源について、言語学者と考古学者の間
で一致する説は、4,000～5,000年前デューテレマレー
系オーストロネシア語族の最初の開拓者が、中国南
リ島には、華僑やインド人、オーストラリアに地理
的に近いイリヤンジャヤなどからの移民も住んでい
るが、様々な顔立ちは、村外婚の極めて少ない古い
集落に行ってもみられるから、民族の混交は、かな
り古くから進んでいると思われる。バリ島を含む東
南アジアの人の移動に関しては、片山一道が以下の
ように述べている（６）。
　東南アジアでは、人間の大集団が、それこそ怒濤
のごとく押し寄せてくるといった移動は、おそらく
なかったろう。中国や大陸部の金属器革命などの結
果として生じた人口の勾配に沿って、少人数、小集
団が低人口密度の地域に少しずつ浸透して、いつの
間にか来住民のほうが先住民を圧倒していった。
　また、片山は、東南アジアの民族構成に関して、以
下のように述べている（６）。
　東南アジアの民族構成は極めて多彩である。大小
の民族が複雑な模様を描いて分布している。いくつ
か大民族もあるが、大多数は少数民族である。大民
族は農耕地帯に集まり、宗教色の濃い国家を形成す
るが、少数民族の多くは大陸部の山地部に散在した
り、島嶼部に割拠している。
　こうした民族構成は、バリ島にも当てはまるので
はないだろうか。すなわち、バリ島の民族構成は、
デューテレマレー系、なかでもジャワ島などと民族
を同じくする人々が支配的ではあるが、それは後述
するように平野の農耕地帯に宗教色の強い国家を形
成し、一方で、少数民族が山地にバリ・アガとして住
んできたのではないかということである。
２－２　10世紀までの歴史　
　　　　－王朝成立前のバリ－　
　現在のバリ島を語る際のキーワードに、バリ・ヒ
ンドゥと呼ばれる宗教をあげることができる。バリ・
ヒンドゥは、土着の祖霊信仰を基底として、その上
にインド起源の仏教やヒンドゥ教が習合したものと
とらえられるが、その形成について語るには、10世
Fig.1   Island of Bali
部から台湾およびフィリピン経由でイ
ンドネシアへ移動したとするものであ
る。バリ島の居住者は、このバリ人が大
多数を占めるのであるが、人々の顔立
ちをみたとき、民族の構成が必ずしも
単一であるとは思い難い。日に焼けて
はいるが我々日本人とよく似た顔立ち
の人を見かけるかと思えば、肌が黒く
髪の毛の縮れたオーストラリア先住民
と共通性を持つネグリトに近い顔立ち
の人、色白でインド系を思わせる目鼻
立ちのはっきりした人も見かける。そ
もそもデューテレマレー系は、東南ア
ジア在来の集団と南モンゴロイド系の
人々が様々に混交して生まれたとされ
るのだが、それにしてもバリ島の人々
の顔立ちは変化に富んでいる。実際、バ
バリ島デサ・アダット・タロのモノグラフ
紀ころからの王朝時代よりも、さらに時代をさかの
ぼってみなければならない。
　約2,000年前に使われた石棺が、西岸のギルマヌク
Gilumanukと北岸のスンビランSembiranでみつかっ
ている。石棺には、過度に装飾された生活道具が遺
体と共に埋葬されており、当時すでに、社会の有力
者に対する死者崇拝があったことを示している。
　西暦1世紀ころのものと思われるインド西海岸の
影響を受けた模様の陶器が、島北東部のスンビラン、
パチュンPacung、ジュラーJulahから出土している。
これら隣接する港は、当時のインド－インドネシア
交易における東端に位置する港で、すでにバリとイ
ンドの間で直接的な交易が行われていたようである。
後の9-10世紀頃に書かれた王の布告には、スンビラ
ンとジュラーの港と商業地が、王国の交易において
特別な役割を担っていたことが示されており、波が
穏やかなバリ海に面する島の北岸は、西暦紀元ころ
から近代まで、港として外に開かれていたことがわ
かる。しかし、古くから外との関係を築いたのは、
ジャワ島と近い島西部や北部の海岸部だけに限らな
い。南部の内陸部ペジェンでは、西暦1世紀ころの東
南アジア最大規模の銅鼓がみつかっている。ペジェ
ン型銅鼓のものと思われる石型は、マヌアバ
Manuabaでみつかっていることから、それがバリで
製作されていた可能性が非常に高いのであるが、同
様の形式の銅鼓はインドネシア各地でみつかってお
り、当時の内陸部もまた島外の文化圏と関係をもっ
ていたことがわかる。　　
　西暦400－500年ころから、ボルネオ、西ジャワな
どでインド・ヒンドゥの影響を受けた王国が成立す
るが、このころから、中国人商人がインド－インド
ネシア交易に参入してくる。ペジェンで発見された8
世紀ころの土製のミニチュア・ストゥーパは、当時、
仏教徒の儀礼などに使われたもので、中国人商人が
持ち込んだと考えられている。
　このように、仏教やヒンドゥ教というインド起源
の宗教と祖霊を信仰するバリ島の土着の宗教の習合
は、8世紀ころにはすでに外国人の僧侶や商人を通し
てはじまっていた。バリ島に覇権をひろげる大規模
な王朝は、その後のワルマデワ朝を待たねばならな
いが、こうしたインド起源の宗教は、土領候による
統治の仕組みとして利用されたであろう。
　現在のバリ島における主要作物である米が、いつ
バリ島にもたらされたのかについては、はっきりと
わかっていない。しかし、紀元前2,500年ころボルネ
オで水稲の栽培が確認されており、今から2,500 ～
3,000年前にはスラウェシを経て、やがてバリ島へも
伝播したと考えられている。バリ島と隣接するジャ
ワ島では、809年のディエン碑文に最古の水田開拓に
関する記述がみられ、879年のンガベアン碑文Ⅱに畑
地の水田転換の記録があることから、9世紀ころに水
田が著しく増加したとみられている。後述するよう
に、ジャワ島の王朝とのつながりを強めたバリ島の
初期王朝成立の背景には、こうした水田開拓の成功
があることは想像に難くない。水田耕作の伝来は、バ
リ島内の民族分布に大きな変換をもたらしたのであ
る。
２－３　10世紀以降の歴史
　　　　－王朝の成立とバリ・ヒンドゥの形成－
　王朝の存在を示す遺構としては、882－914年の年
号を記す7つの銅版の碑文プラサスティPrasasti が、
バトゥール山の周辺のスカワナSekawana やトゥル
ニャンTrunyanでみつかっている。これらはバリ島で
発見された碑文の中で最古の年代を記すものである。
文書は古バリ語で記されるものの、日付にはインド
のサカ歴が使用され、インドからの影響が最初期の
王朝に及んでいたことを示している。また、その中
にはシンガマンダワという王宮の名が記されている。
　王個人の名が記された最古の記録は、島南部の海
岸サヌールで発見された914年の年号を記す石柱の
碑文である。そこに記されたクサリ・ワルマデワは、
その後バリ島を統治するワルマデワ王朝の創始者と
考えられている。この碑文は、部分的に古バリ語と
サンスクリット語が使われ、古バリ文字とプラナガ
リ文字で書かれている。碑文には、ワルマデワの王
宮は、シンガドワーラと記されている。
　915－942年の年号を記す9つの銅版の碑文が、バ
トゥール湖岸およびそこから南に下ったところでみ
つかっている。そのうち5つには、サン・ラトゥ・ウ
グラセナという王の名が記され、残り4つには、ワル
マデワ系の王の名が記されている。すなわち、ウグ
ラセナ王とワルマデワ系の残した遺物の発見場所が、
このころ島の中央の火山を中心にかたまってみられ
るのである。
　シンガドワーラを王宮とするワルマデワ朝とシン
ガマンダワを王宮とするウグラセナ王との関係はわ
かっていないが、このことについて興味深い説があ
る（４）。シンガマンダワ系の碑文に使われるパッラ
ヴァ文字とヒンドゥ教シヴァ派の信仰、なかでも聖
人アガスティヤに対する崇拝は、当時中部ジャワで
ボロブドゥール寺院を建設したシャイレンドラ朝と
共通しており、一方のワルマデワ系の碑文に使われ
るプラナガリ文字とワルマデワという名は、スマト
ラに都を置き大乗仏教を奉じた交易国家シュリビ
ジャヤ朝と共通することから、両者はそれぞれの王
朝となんらかの関係のある勢力であったとするので
ある。それぞれの勢力の残した碑文の発見場所は、最
初、シンガマンダワ系は島の北部を、ワルマデワ系
は島の南部を中心にみられ、次に、島の中央の火山
のあたりで両者の碑文がみらた後、942年以降シンガ
マンダワの名は碑文にあらわれなくなる。このこと
から、ワルマデワ系の王朝のバリ島での覇権が確立
したが、パッラヴァ文字はその後の碑文にもみられ
るので、北からの勢力が壊滅したのではなく、ワル
大谷聡，後藤隆太郎，中岡義介
マデワ朝の宗主権を認めたのではないかとしている。
　こうして、ワルマデワの名で火山を挟んでバリ島
の南北にまたがる王朝が形成されたが、バリ島の王
国については、ギアツが述べるように（２）、農業的統
一権力であったとはいうものの、中央集権国家では
なく、それはオランダの植民地支配まで成立しな
かったのである。ということは、王朝の影響は島の
いたるところにあったかもしれないが、生活文化に
は強い地方色が残されたと想像される。そして、以
降、バリ島の文化的変容は、主に島の南部を舞台と
してすすむことになる。
　ワルマデワ王朝４代目の王ダルマ・ウダヤナは、東
ジャワの王女グナプリヤと結婚し、彼の代から王朝
はジャワの影響をより強く受けることとなる。ダル
マ・ウダヤナは、989年から1011年にかけて５つの
碑文を残している。古バリ語で書かれた989年の碑文
は、王妃、王の順に記され、ジャワ島から来た王妃を
より高位にみなしていたことがうかがえる。そして、
次の995年のものから、碑文には古ジャワ語が使われ
ることとなる。このころの東ジャワでは、クディリ
朝が栄えていた。クディリ朝では、ヒンドゥー教と
大乗仏教の混交、インド的要素のジャワ化などが進
展しており、そうした影響がバリ島へも及んだと考
えられる。1001年の刻印の残るクトリィKetri のブ
キット・ダルマ寺院にあるドゥルガ（注２） 像には、亡
くなった王妃グナプリヤの名が記されている。彫像
は、グナプリヤの王宮における影響力を示すように、
荒々しく魔術的な力が表現されている。グナプリヤ
は、現在のバリで非常に有名なチャロナラン劇の中
に登場する魔女ランダのモデルとされ、バリ・ヒン
ドゥにおける神話的存在となっている。また、村の
三大寺院カヤンガン・ティガ、住居にある家族の祠
サンガSanggahという慣行は、ダルマ・ウダヤナ王の
治世、11世紀にジャワから招かれた僧クトゥランに
よって広められたとされる。このように、この時代
にもたらされたジャワ起源のヒンドゥ文化が、現在
のバリ・ヒンドゥの基礎となっているといえる。
　ワルマデワ朝の王宮の位置については、未だ特定
されていない。しかし、火口湖のあるバトゥール山
から南部の平野まで南北に流れるパクリサン川Tukad
Pakrisan とプタヌ川Tukad Petanuに挟まれた現在の
ギャンヤール県 Kabupa ten  Gianyar とバンリ県
Kabupaten Bangliにまたがる地域には、王族の墓グヌ
ン・カウィGunung Kawi－1080年ころにつくられた
アナッ・ウンスゥ王（注３）と彼の妻の墓－やティルタ・
エンプルなど、ワルマデワ朝の遺跡が数多く残って
いる。このことから、ワルマデワ朝の王宮は、当時の
遺跡が集中するパクリサン川とプタヌ川に挟まれた
地域、現在のペジェンからブドゥルにかけてのあた
りにあったとする説が一般的であり、このあたりが
王朝の核心域であったことは間違いないであろう。
　以上を整理すると、１）古来からバリ島には、いく
つかの民族集団が住んでいた。２）平野部に住む人々
は水田耕作を得て、より大きな集団を形成すること
に成功し、インド起源の宗教を取り込むことで王朝
を形成した。３）そうした王朝の中で、島南部の平野
部－パクリサン川とプタヌ川に挟まれた地域を中心
として－に形成されたものが10世紀ころに島の中で
覇権を確立した。４）しかし、王朝は中央集権国家で
はなく、周縁の民族集団への王朝の関与はそれほど
強くなかった。
　さらに、それ以降の歴史を概観すると、５）島南部
の王朝は、14世紀にはマジャパイト王朝による支配
を受け、その後マジャパイト系の王朝の成立をみる
が、王朝はやはり南部の平野部を基盤として存続し
た（注４）。６）植民地時代のオランダは、既存の王家や
貴族の権威を認めてバリ島統治を間接的に行う方法
を採ったので、植民地化の中でも王朝の版図は基本
的に踏襲された。６）植民地解放後、インドネシア政
府は、オランダの行った行政区分を踏襲した。
　すなわち、南部の平野部にバリ・ヒンドゥの核心
域があり、山地や北部などはその周縁に位置すると
いう構図は、バリ・ヒンドゥが形成されてから、大き
くは変わっていない。そして、タロは、古来から王朝
のあった南部の平野と少数民族の住む山地との中間
に位置している。
　３　タロの立地
　デサ・アダット・タロ（注５） は、バリ島中部のギャ
ンヤール県テガララン郡Kecamatan Tegallalang タロ
村Desa Taroバンジャール（注６）・タロ・カジャBanjar
Taro Kaja にある。同じギャンヤール県の観光地ウ
ブッドゥから真北に15kmほどのところに位置する
が、車で向かっても、1時間余りの時間を要する。ウ
ブッドゥからだと、まず東に向かいプリアタン
Peliatanから尾根に沿って北上する幹線道路に乗って
スバトゥSebatuまで行くことになる。ウブッドゥを
出てからしばらくは、道の両側になだらかな斜面上
に形成される水田の広がりをみることができる
（Fig.2）。途中、木彫を売る店が建ち並ぶテガララン
を過ぎるころ、道は谷に接して崖沿いを走ることに
なる。ここテガラランは、渓谷の急斜面に形成され
た棚田景観の見事なことで知られ（Fig.2）、写真を撮
りに車から降りる観光客も少なくない。沿道には、そ
うした観光客目当ての小さな土産物屋や土産を持っ
て待ち受ける物売りの姿を多く目にする。テガララ
ンを過ぎ、目に見えて水田の広がりが狭くなる中、尾
根道はさらに山に向かうが、タロへ向かうにはスバ
トゥで道を西におれる。途端、車は谷に向かって急
降下する。これが大げさな表現でないことは、ジー
プ・タイプのレンタカーに3人乗りで調査に出かけて
いた筆者らが、タロからの帰り道、いつもここでエ
ンストの恐怖に怯えていたと言えばわかってもらえ
バリ島デサ・アダット・タロのモノグラフ
るだろうか。ここでは、ギアを落とすタイミングを
間違えればエンジンの回転数はみるみる落ちていく、
よしんば持ちこたえてもロウ・ギアでなんとかゆる
ゆると登り切る、そんな坂道である。そこからアッ
プダウンを繰り返し、ウォス川Tukad Wos沿いの道
をしばらく北上すると、やがて小さな集落と狭小な
水田をみることができる。ベロンBelongの辺りは、渓
谷と渓谷の間の台地上のやや平坦な広がりがある土
地で、ここからカトゥン川Tukad Katung沿いの道を
しばらく下ると、タロの集住地の入口を示す門
（Fig.3）がみえてくる。このルート以外にも、ウブッ
ドゥからタロへ車で行くには大きく2通りの方法が
あるが、どの道も骨が折れる。つまり、最も道の起伏
が少ない早道を使っても、南部の平野からタロへ行
くには大変な行程なのである。
　地形図をみると、斜面に深い渓谷を刻む川はスバ
トゥの周辺より少し上流に行ったところから流れを
はじめている。その上には、広大な森がひらけてい
る（Fig.2）。流れ出した川は、上流では川と川の間が
狭く、下流に行くと、川が合流することで川と川の
間は広くなり、台地状の斜面がひらけてくる。川と
川の合流点の山側には、川で閉ざされた舌状の台地
が形成される。タロは、そうした舌状の台地の中に立
地している。
　また、前章でみたように、タロから南に下ったとこ
ろは、パクリサン川を中心に、ワルマデワ朝以降の遺
跡が集中している。ここで注目すべきは、タロの西
南、ちょうど同程度の標高の地域からやや南に目を
やると、ティルタ・エンプル、プラ・グヌン・カウィ
といった聖なる湧水地があること（Fig.1）である。す
なわち、バリ島において王朝が形成されて以降の核
心域の最上流、それはおそらく山からの水が地面か
ら湧き出る最も上流、のあたりにタロが位置してい
ることである。
　４　タロの空間実態
４－１　バンジャール・タロ・カジャの概要
　バンジャール・タロ・カジャは、カトゥン川とウォ
ス川に挟まれた東西2kmほどの台地上で、カトゥン
川に接するように立地している（Fig.4）。北に行くほ
ど標高は高くなり、ここから北北東に15kmほど行く
とバトゥール・カルデラの外輪山につきあたる。集住
地の西側は急勾配の谷となっており、集住地の西側
の際から林地の中を谷深く下ると、それほど川幅の
ないカトゥン川が流れている。カトゥン川は、公衆の
水浴場として現在も利用されるのであるが、ここか
ら集住地まで水を運ぼうと思えば、大変な労力を要
する。水道がない時代、水の確保は決して容易ではな
かったであろう。それでも、平坦地の中では、カトゥ
ン川の流れる渓谷に最も近い場所に集住地は形成さ
れている。そして、その東側の平坦地は農地となって
いる。
　タロ・カジャの面積は約265.5Haで、土地利用は、
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畑・果樹林51％、水田27％、宅地8％、国有林8％、
ラバ・プラLaba Pura（寺院を維持するための農地）5
％、墓地1％である。畑・果樹林では、コーヒー、椰
子、マンゴー、ドリアン、オレンジなどが栽培される。
　居住者は、430家族1986人である。居住者にはカ
スターの違いはなく一様にシュードラ層で、ほとん
どは農業を生業としている。集住地内および近隣の
通り沿いには、石工の工房がちらほらとみられるが、
これらはキンタマーニの火山岩を砕いてセメントで
固めたものに装飾を施した建材や置物を生産販売し
ている。もともとタロに地域産材による石工の伝統
があったという訳ではないから、観光化あるいは近
代化の影響といえる。つまり、もともとタロは、農
業、なかでも畑作を主な生業としてきた人々の集住
地なのである。
　土地所有は、宅地はデサ・アダット、農地は個人で
ある。デサ・アダット・タロの領域はFig.5のようだ
が、厳密に、デサ・アダット・タロを構成するのは、
226人の家長である。彼らは全て農地を所有する地主
層であり、彼らによってプラ・グヌン・ラウンは、維
持管理されている。
４－２　集住地の空間構成
　バリ島の他のデサ・アダットと違い、タロにはプ
ラ・プサ（注７）がない。プラ・グヌン・ラウンには、東
西南北の４方向に入口があり、また東西南北の４方
向を拝むというバリ島でも珍しい寺院である。特に、
その名が示すように、東ジャワのラウン山の方向で
ある西側に3層屋根のメルと呼ばれる塔（注８） を配置
する構成は特徴的である。また、メルのある区画の
東側の区画には、はじめに述べたように、バリ島で
も最大規模と言われる集会場を擁している。すなわ
ち、タロのプラ・グヌン・ラウンは、他のデサ・ア
ダットのプラ・プサとプラ・バレ・アグンの役割を兼
ね備えていると思われる。
　Fig.5は、デサ・アダット・タロの空間構成を示し
ている。プラ・グヌン・ラウンを集住地の最下流部－
南－に配し、その山側－北－にバレ・デサ（デサの多
目的ホール）とプラ・ダレム（死者の寺院－カヤンガ
ン・ティガのひとつ）、そしてパサール（市場）といっ
た伝統的な公共施設が集中する一角がある。そこに
は、役場、中学校、診療所、小学校といった近代的な
施設も集中しており、道際には公共の水道口がある。
そうした一角から山の方向に向かう－南北方向－道
を軸として、各宅地は、東西に長い短冊型に形成さ
れている。さらに、この道と平行する２本の道があ
り、そこにも同様の並び方で宅地が配されている。宅
地の背割りは、屋敷林となっており、南北方向の通
り抜けが可能である。
　公共施設が集まる一角と宅地群との境界には、割
門があり、また集住地の中央の軸の道の最北端にも
割門がある。立地でみたように、外からここへ来る
場合、北の割門が集住地の入口を示し、さらに下っ
て南の割門が集住地の核心といえる公共施設群への
入口を示している。すなわち、山側からみると最奥
のつきあたりにプラ・グヌン・ラウンがあるという
構成である。
４－３　宅地内の建物配置
　東西に長い短冊形の宅地内は、複数の建物によっ
て構成されている。建物は、カントールkantorと呼ば
れる壁で仕切られた複数の部屋によって構成される
近代的な形式、スタイル・バリと呼ばれる土着の住
居とは関係のない王族の住居デザインをモチーフに
した“バリ風”の形式が多くみられるが、ヒアリング
によって古い建物を残す宅地を4事例選定（Fig.5）し、
その屋根伏図（Fig.6）と古い建物の平・立面図（Fig.7）
を採取した。
　Fig.6をみると、建物配置は、宅地の東北端に家族
の祠サンガを祀る点で共通する。これ以外に、宅地
内の山側にムテンMeten（寝室棟）、サンガの西隣に
バレ・ダンギンBale Dangin（東の棟）、空地を挟んで
西にバレ・ダウBale Dauh（西の棟）が配される構成
は共通している。また、事例１をのぞくと、サンガの
南にクルンプゥKrumpu（米倉）（Fig.7）が共通にみ
られる。なお、事例１では、サンガの南にクルンプゥ
の基礎が残っている。入口からみて宅地の奥は屋敷
林となっており、豚小屋や作業所が置かれる（屋敷
林の敷地境界までの図面省略）。こうした宅地内の建
物配置は、より南の平地で一般的にみられる住居の
構成と同じである（１０）。すなわち、ナワ・サンガの空
間観－山側と日の昇る東側を神聖な方向、逆に、海
側と日の没する西側を不浄な方向とする－にしたが
い、宅地内の用途をヒエラルキカルに配置している。
　宅地内には拡大家族が住んでおり、事例の宅地はFig.5   Site plan of Desa Adat Taro
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２家族から５家族で構成される。基本的には、ナワ・
サンガの空間観にしたがった建物配置をみせるタロ
の宅地だが、家族数が増えた場合、事例２と３にみ
られるように、入口からみて宅地の奥にある屋敷林
に建物を新築して対応している。また、米倉は、南部
の平野のものと比べると規模が小さく、核家族毎に
所有されるものが複数あることも特徴としてあげら
れる。各建物の所有をみると、最もサンガに近いム
テンとバレ・ダンギンを末子の家族が所有している
ことが４事例に共通している。
４－４　伝統的建物の空間構成
　Fig.7は、先にみた４事例の宅地内にある伝統的建
物の平・立面図である。図面を採取したのは、事例1
のムテンM2とバレ・ダンギンDg2の平・立面図、事
例2のムテンM3、バレ・ダウDu1とバレ・ダンギン
Dg3の平・立面図、ムテンM2とバレ・ダウDu4の平
面図、事例3のバレ・ダウDu1とDu2、バレ・ダンギ
ンDg3の平面図、事例4のダプールD1の平・立面図
である。
　これをみると、バレ・ダンギンには、柱の本数が9
本のものと6本のものがあり、建物の規模に違いがあ
るものの、東と南面に壁を建て北と西面を開放して
いること、東に寝台を備えているという構成は共通
している。
　バレ・ダウもまた、柱の本数による建物の規模の
違いがある。柱が11本や13本のものは、建物北半分
Fig.6   Roof plan of the house compound in Desa Adat Taro
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の四方を壁面で囲われた室空間があり、
室空間の入口のある前面が南と東面を開
放したバルコニーとなっている。これに
対して、柱が9本のものは、ちょうど前者
の北側の室空間がなくバルコニーのみの
構成となっている。この場合も、建物の南
と東面は、壁がなく開放されている。北と
西面を開放するバレ・ダンギンと南と東
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Fig.7   Traditional buildings on the house compound in Desa Adat Taro
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Fig.9  Traditional buildings on the house compound in Desa Peludu and Desa Kayubih
面を開放するバレ・ダウは、中庭を介して向かい合
うから、ちょうど2つの建物で4方の壁を築くような
格好となっている。
　カマドの位置に着目すると、宅地の北にあるムテ
ンにカマドを備える事例（事例１、２）と、宅地の南
にあるダプールにカマドを備える事例（事例４）が
ある。そして、両者ともにカマドだけでなく、寝台を
備えている。事例３では、北と南の建物は、それぞれ
スタイル・バリのムテンとカントールに新しく建て
替えられており、カントールの中の１室が台所と
なっているから、これを全く新しい形式として、事
例１、２と事例４のどちらがより古い形式なのか、あ
るいは従来から北と南のどちらにもカマドを備える
寝室があったのかはしれない。しかし、建物の外観
は明らかに前者の方が立派であるから、両者は異な
る性質の建物であると考えられる。居住者ヒアリン
グによると、宅地内の建物のヒエラルキーは、バレ・
ダンギン、ムテン、バレ・ダウの順で東北西南の順に
神聖であると考えられているから、宅地の北側にあ
るムテンは南側にあるダプールより格上の建物とみ
なされている。
４－５　山地の住居
　タロから尾根道を上流に直線距離で10kmほど上っ
たところに位置するプルドゥと、タロからみて西南
西、直線距離にして9kmほどのところに位置し、標
高でタロより若干高いところにあるカユビィ（Fig1.）
の宅地の平面構成（Fig.8）と伝統的建物の空間構成
をみた（Fig.9）。
　プルドゥの住居には、１家族３人が住む。宅地内
の建物配置をみると、宅地の北東角にサンガ、上流
側－北側－にバレ・ダジャ、それと対面して下流側
－南－にカントールがある。現在の主寝室は、カン
トールが使われ、バレ・ダジャは台所として使われ
ている。バレ・ダジャの平面図をみると、棟の中に寝
台とカマドが共存しているが、約６年前までカン
トールの位置には物置があり、バレ・ダジャが主寝
室として使われていた。バレ・ダジャの立面図をみ
ると、入口が建物の中央ではなく、向かって左側に
ふれている。これは、タロの事例４のダプールと同
じである。平面を比べても、入口から入って奥にカ
マドがあり、右手に寝台があるという構成は同じで
ある。
　カユビィの住居には、１家族3人（祖母父娘）が住
む。宅地内の建物配置をみると、宅地の北東角にサ
ンガ、上流側－北側－にルマ・アダット、それと対面
して下流側－南－にバレ・アダットがある。ルマ・ア
ダットには、カマドと寝台があり、現在は祖母の寝
室と台所になっている。バレ・アダットは、タロでみ
た6本柱のものと同じ構成であるが、柱と柱の間に間
仕切りがあり、寝台を2つの空間に分けてそれぞれ父
娘の居室としている。
　プルドゥとカユビィの住居は、もともと、寝台と
カマドを備える上流側の棟（プルドゥのバレ・ダ
ジャ、カユビィのルマ・アダット）を主な居住棟と
Fig.8  Site plan of the house compound in Desa Peludu
 and Desa Kayubih
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し、それと対面する下流側に儀礼のための棟バレ・ア
ダットや物置といった付属屋を配する構成であった
のが、プルドゥでは下流側に新しくカントールを建
てたこと、カユビィでは2世帯同居に対応するため
に、下流側の棟が居室に供されるように変わってい
る。なお、プルドゥとカユビィの宅地には、タロの宅
地でみられた米倉はない。
４－６　タロの住居の原型に関する考察
　タロとプルドゥ、カユビィの住居とを比べると、東
北角にサンガがあるという構成はすべてに共通する。
山地にあるバリ・アガの住居では、サンガは東北角
にあると限らないので、これはバリ・ヒンドゥの影
響であろう。
　それ以外の部分について、宅地の上流側からみて
いこう。最も上流側には、カマドと寝台を備えた棟
があり、もともとはこれを主な居住棟としていたで
あろうことも３者に共通する。北の棟と対面する位
置に、タロの場合は、バレ・ダンギンやバレ・ダウが
あるが、バレ・ダンギンは儀礼のための棟であるか
ら、カユビィのバレ・アダットに相当するとみるこ
とができる。すると、主な居住棟と対面する付属屋
という組み合わせは、３者に共通する。しかし、タロ
には、その西にバレ・ダウがある。宅地の東西南北に
棟を配する構成は、南部の平野の住居で一般的にみ
られるから、タロは、山地の住居と共通する部分を
持ちながら、平野の住居と共通する部分も持つこと
になる。
　プルドゥとカユビィでは、ここまでで宅地は終わ
るが、タロでは、そのさらに下流側にカントールな
ど新しい建物が建てられている、と同時に、ダプー
ルのある事例がある。タロのダプールは、プルドゥ
のバレ・ダジャと形式がよく似ており、まったく同
じと言ってもよい。プルドゥのバレ・ダジャは宅地
の上流に位置するが、タロのダプールは下流側に位
置している。入口の開かれる向きは、まったく逆で
ある。ここで、上流（山側）が神聖で下流（海側）が
不浄であるという敷地利用の考え方から離れると、
タロの住居の説明が容易になる。つまり、元来は、サ
ンガ－この位置もバリ・ヒンドゥの影響で変更が
あったと思われることはすでに述べたとおり－のあ
る東を神聖な方向として、そこから東西方向にのび
る空地を介して居住棟が平行に向き合って並び、そ
して空地部分に儀礼のための棟が並ぶ構成だったの
ではないだろうか。もともとは、宅地内では、上流、
下流ということは、それほど重要な意味を持たな
かったところに、後からそうした認識が加わったこ
とで、同じ用途でありながら上流側の建物をムテン
という格上の棟として建築することになったのでは
ないだろうか－名称に関しては、ムテンと差別化す
るために、下流側の建物がダプールという格下の呼
称となったのだろう－。タロの宅地の原型を先に述
べたようだとすると、その構成は、プヌリサン山の
山頂付近に位置するバリ・アガ集住地スカワナにみ
られる拡大家族居住の宅地の構成とまったく同じで
ある。このことから、バリ・ヒンドゥの生活空間形成
における聖俗の空間観が、太陽の昇降による東西と
地形の高低による上流下流（山海）というふたつの
方位軸の組み合わせからなるのに対して、バリ・ア
ガの宅地におけるそれは、ふたつの方位軸のうちの
ひとつしかみられない、あるいはどちらかをより重
視しているとみることができそうである。
　５　まとめ
　古来からバリ島には、いくつかの民族集団が住ん
でいた。9世紀ころ、平野部の集団は、水田耕作を得
て、より大きな集団を形成することに成功し、イン
ド起源の宗教を取り込むことで王朝を形成した。そ
の後、王朝は、東ジャワの宮廷との関係を強め、バ
リ・ヒンドゥを基調とする文化が島の南部の平野に
形成された。しかし、バリ島の王国は中央集権国家
ではなく、周縁の民族集団への王国の関与はそれほ
ど強くなかったから、山地など水田耕作に適さない
土地に住む少数民族、あるいは島の北部などの王朝
から離れたところに住む人々の生活文化は、オラン
ダ植民地時代まで、バリ・ヒンドゥとの関わりがな
かったといわないまでも、全てを取り込まれること
なく発展を遂げることとなった。それが現在、バリ・
アガと呼ばれ、バリ島の人々の大半を成しバリ・ヒ
ンドゥの生活文化を体現するウォン・マジャパイト
と区別される存在となっている。
　バリ・アガの起源とされるタロは、バリ・ヒンドゥ
の核心域であった島の南部から距離的にそれほど離
れて立地するわけではない。耕地はそれほど多くな
いものの、水田耕作も古くから行われている。にも
かかわらず、地形的な近づき難さは、タロにバリ・ア
ガとしての生活文化を残していくのに十分な役割を
果たしたようである。その証拠が、東ジャワの方向
を奉り、巨大な集会場を持つ寺院である。とはいえ、
タロに全くバリ・ヒンドゥの影響がなかったかとい
うとそうではない。タロの宅地の建物配置をみると、
宅地の北東角にサンガを配し、空地を中心に東西南
北に建物が配されるというバリ・ヒンドゥのナワ・サ
ンガの空間観にしたがった建物配置がみられるので
ある。しかし、建物の用途、なかでも主な居住棟の中
にカマドと寝台が同居する構成は、山地に住むバリ・
アガの人々の住居と通じている。そして、さらに想
像をたくましくすると、現在の宅地利用の背景に、山
地のバリ・アガ集住地の宅地の構成と同じものが浮
かび上がってくる。
　タロの住居は、バリ・アガの住居とバリ・ヒンドゥ
の分棟型の住居の混交した事例、あるいは前者から
後者へ移行する過渡期にある事例として非常に興味
深いのである。
バリ島デサ・アダット・タロのモノグラフ
補　注
（１）参考文献（１）～（９）。碑文に記される年代につい
ては、著書により若干違いがある。その場合は、より新し
い情報源を用いると思われるものから引用した。
（２）シワ神の妻で破壊神とされる。
（３）ダルマ・ウダヤナとグナプリヤの息子。アナッ・ウン
スウの兄弟には、アイルランガとダルマ・ワンサ・マラカ
タがいる。ダルマ・ウダヤナ、ダルマ・ワンサ・マラカタ
の後にワルマデワ朝の王位を継承した。なお、アイルラン
ガは、ジャワに渡って王となり、崩壊したクディリ朝を再
興したことで知られる。
（４）17世紀のバリでは、クルンクン、ギャンヤール、バ
ンリ、バドゥン、カランガッセム、ブレレン（シンガラ
ジャ）、タバナン、ジェンブラナ（ヌガラ）、ムングウィの
9つの王朝が成立（ムングウィをのぞき、現在の8つの県
のもとになっている）したが、いずれも王宮は平野にあり、
宮廷文化の中心は、南部の平野に位置するクルンクン朝に
あった。
（５）本稿で対象とするのは、デサ・アダット・タロである。
バリ語で、デサは村、アダットは慣習を意味する。デサ・
アダットとは、特定の寺院の信徒によって構成される慣習
的な村である。行政区分としての村は、デサ・ディナスと
呼ばれるが、デサ・アダットとデサ・ディナスを構成する
人々あるいは空間的領域は必ずしも一致しない。
（６）バンジャールは、日本語に訳すと部落となるだろう
か。本文のように、インドネシアの行政区分では、バリ州
があり、その中に県、さらに郡、デサ、バンジャールがあ
る。ここで言うのは、行政区分としてのバンジャールであ
る。なお、バンジャールには、デサと同様、ディナスとア
ダットがある。バンジャール・アダットは、デサ・アダッ
トの中にある場合、それがいくつものデサ・アダットにま
たがる場合、バンジャール・アダットの中にデサ・アダッ
トが含まれる場合がある。
（７）集住地の始祖を奉る寺院。集住地の最上流部にあるこ
とが多い。
（８）日本の寺の本尊のようなもの。他のデサ・アダットで
は、プラ・プサの最上流にあることが多い。
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